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 –「ヒカリノコヤ」
　  川本敦史＋川本まゆみ / エムエースタイル建築計画（静岡地域会）

 —「Nesting in the Sky」
　  岸本和彦 /acaa 建築研究所（関東甲信越支部）

 ˜「擁壁のまちをつなぐ家」
　  栗原健太郎 /studio velocity 一級建築士事務所（愛知地域会）

 ™「法蓮町の家」
　  佐々木勝敏 / 佐々木勝敏建築設計事務所

 š「表山の家」
　  谷尻 誠＋吉田　愛 /SUPPOSE DESIGN OFFICE Co.,Ltd.（中国支部）

 ›「蔵前の家」
　  吉田夏雄 / 吉田夏雄建築設計事務所

第 1 次審査通過作品
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　去る5月20日、対話型レクチャーイベント「地域が建築に求めるも
の」の第1回が「プロポーザルのまえ、公共建築のあと」と題して行わ
れた。プレゼンターは桃原勇二さん（日進市財政課）と笠井尚先生

（中部大学教授）のお二方。
　まずは桃原氏から、公共建築プロポについて行政側からの視点で
分かりやすい内側の説明があった。地方自治法により公共工事は原
則として一般競争入札であり、それ以外のプロポやコンペは特定条
件での例外扱いとなるため、非常に稀な案件であり行政にとっては
チャレンジであるとのことだった。さらには入札に比べてプロポや
コンペは事務の手間や手順、それにかかる時間が膨大に膨れ上が
り、行政内での調整も大変な上、少しでも失敗したら非常に厳しい
立場に置かれてしまう。ここまで聞くと、そんなに無理しないでくだ
さいと思うほどだった。行政側も大変である……。にもかかわらず、
入札以外にこだわる唯一の理由……それは熱意のある設計者への
期待だと言い、良い結果が得られるという確かな実感があるのだと
言う。（桃原さん、ぼくたち設計者として、もっともっとがんばりま
す!!）。
　その後は、設計過程でのワークショップなど、ユーザー参加のお
話に移る。管理のしやすさと利用者の使いやすさは同義語ではな
い。そのため両方からの意見の吸収が必要である。ユーザー参加の
意義は、そうした利用者側の意見吸収と、設計段階からユーザーが
参加することで愛着が生まれ大事に使ってもらえるようになること
にあるというお話だった。また、行政が主導してユーザー参加を取
り仕切り調整役になることで、設計者をオブザーバーとして機能さ
せて意見の整理や取捨選択を行いやすくし、より設計自体に集中し
てもらうことができると言う。さらには、行政側のバイアスがかから
ぬよう、学識経験者と連携するなど状況に応じた組織体を組むこと
が重要であるとの見通しも語られた。
　一連の内容には、行政発注者と設計者の歯車のかみ合った協働
の姿があり、お互いの役割がフラットな立場で明確化されながらも
フィードバックの方法が構想され、相乗効果のある共同体の姿が提

示されていた。日進市が急に眩しく見えた。
　続いて笠井先生から教育学の視点から学校建築のお話が続く。
全国各地の学校建築をその足で見学され、建築の実情を読み解い
ていく。発表される建築たちはユーモラスな笠井先生の語り口で軽
快に斬られ、当初の設計コンセプトとは裏腹に、雨漏りや温熱環境、
床の段差や勾配、土地の高低差、人工池の水質汚染、敷地への部外
者の立ち入りなどにより施設管理者や利用者へ負担がかかってい
る現状が提示され、設計者にとっては大変厳しい現実の一面が突き
付けられた。
　これらの問題はユーザーと設計者との意思疎通がうまくいって
いないことに原因があると仮定し、そもそもユーザーとは誰か（経
営者・施設管理者・先生・生徒など?）、ユーザーからどのように意
見を聞くのか、意見を発するユーザーは責任を取るのか、ユーザー
は楽しく構想することができるか、などの設問が提示された。僕た
ち設計者はそのような実例の現状を踏まえ、上記の問いに真摯に向
き合うことが必要だとあらためて感じさせられた。この調査を良薬
にしていかなければならないだろう。
　実例の一つに丘陵地に広がって建つ学校があり、移動が大変で
管理者には不評なのだという。小学生はどう感じているのか?　と
いう質問に「子どもは楽しんで使っている」という話を聞いて、少し
救われた思いがした。
　このような実例を知るとともに、幸せな形で利用されている建築
も同時に世に知られてほしいという参加者の意見もあり、大変建設
的な議論であった。
　先日、芥川賞作家の平野啓一郎氏の講演を聞く機会があった。個
人の自由意志、選択できる自由を許容できない社会になってきてい
ると警鐘を鳴らす。果たすべき責任に対しての応答技術は建築設計
において第一義的に必要なことだが、もし要望に対して機械的に応
答することに設計技術が収束してしまうとしたら、人が生活する空
間はひどく不自由になってしまうように思える。
　要望の深層にあるものを拾い上げ、まだ見ぬ未来へも対応可能な
自由さを持った空間とはどのようにすれば協働して構築していけ
るのか。お二人の今までの貴重な経験を追体験しながら、そんなこ
とを個人的に思い出していた。

第1回

プロポーザルのまえ、公共建築のあと
第2回

作用し合う建築のつくり方

ユーザー目線のレクチャーイベント

地域が

建築に

求めるもの　  1・2

i 特集・連続企画

栗原健太郎｜studio velocityArchitects

桃原勇二（日進市財政課）

笠井尚（中部大学教授）

久保久志（東畑建築事務所）

内海慎一（コミュニティデザイナー）

〈第1回レポート〉

ユーザー・発注者・設計者の
あるべき関係
5月20日（金）　
会場：名古屋大学ES館4階建築講評室
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　建築のつくり方に対して「作用し合う」という手法を取るということがレ
クチャー名より推測できる。建築をつくることにおいて作用とはどのような
ことなのだろうか?　まずは作用という言葉を調べてみると「他のものに
力を及ぼして影響を与えること。また、その働き」と書いてある。影響を与
えるだけに留まらず、その働きも作用に含まれると言う。レクチャーを聞い
てみると、その働きの部分が重要なのではないかと思った。というのも、
「影響を与えてしまった＝結果」よりも「影響を与える働き＝プロセス」が
作用し合う建築のつくり方において重みを持っているように感じたから
である。
　登壇者の一人である内海氏は、「コミュニティデザインは地域の課題
を地域で解決するためのお手伝い」と言う。「解決してしまう」という結
果ではなく「解決するためのお手伝い」というプロセス形成こそがコミュ
ニティデザインの行うことなのである。
　作用するための手法として登壇者である久保氏と内海氏はワーク
ショップという手法を使っている。ワークショップという言葉を聞き始めて
から数年が経つ。とはいうものの漠然と何かをつくることがワークショッ
プ?　それとも何かを話し合うことがワークショップ?　といった感じで
ワークショップの正体をつい最近まで知らないままでいた。ワークショップ
とは公共的な建築をつくる際に使用される方法論であり、住宅の設計
を主とする設計者にとっては縁遠いものというのが実感であった。
　建築物というものは人と場所（敷地）が寄り添え合えるような関係を

つくるためのモノだと私は考えている。使い手となる人がその場所をど
のようにして使うのかという問いかけをするために、使い手とその場所の
ことをよく知る必要がある。
　敷地には何度も通うことになるが、その敷地周辺だけではなく歩いて
回ることのできる範囲をじっくりと歩き、その街に根付いている仕組みの
ようなものを発見し、街を読み解くことを大切にしている。
　そして、人を知る際、今までは使い手である施主に対してヒアリング
シートに記入してもらい、そこから生活を行う上で疑問に思った点を施
主に質問を投げかけていたが、この方式だと断片的な情報を寄せ集め
て施主の生活像をつくることになってしまう。街を連続的に歩いて得るこ
とができるような発見がないのである。なぜ発見がないのだろうかと考
え、今日のお二人の話を聞いてみると、使う人が特定される住宅の場
合、設計者は使い手の使い方を理解していたのだろうかと感じた。もし
かしたら設計者も住宅の使い手であるがゆえに使い方をデフォルメして
しまっているのではないだろうか。その抽象化ともいえるデフォルメが、発
見をすることに対して足かせになっているのかもしれない。
　先ほどから使っている発見という言葉がワークショップのキーとなる言
葉だと以前聞く機会があった。参加者が創造的な発見をしていく場が
ワークショップになるとのこと。彼らはその発見方法として「yes.and.」とい
う方法を使用している。なにやら堅い言葉のように感じるので、内海氏
が言っていた言葉をそのままお伝えすると「それいいねー、じゃあこれも
しましょうよー」とみんなで発見共有をし合っていく方法。使い手と設計
者という役割の違いはあれど、建築をつくるということにおいての創造
的発見がワークショップを行う意味になるはず。と考えてみるとどうやら
今までの私のヒアリング方法は設計者と使い手という役割がはっきりと
分かれ、その役割の中に留まりながら“人”となる使い手を考えてしまっ
ていたことが発見を阻害していたのではないかと思う。きっと久保氏も同
じような問題を抱え、藁にもすがる思いで内海氏が所属するコミュニティ
デザイン事務所に行ったのではないだろうか。
　作用をする状態、働きをつくるために、ワークショップという想像的発
見を行うことを繰り返し行うことでコミュニティが発生し、そのコミュニティ
が自立してその建築やその街について考え始める。作用し合う建築の
つくり方はつくる時だけを切り取った方法ではなく、作用し合い続けるた
めの方法なのである。そして、それを支える一番大切
なことは「yes!and!」なのではないだろうか。

中渡瀬拡司｜CO2WORKS登壇者が講演の期待値を聞く場面

地域の人たちが、建築に求めているものは何か。愛知地域会主催でユーザー目線から建築のことを考える対話型レクチャーイベントを開催します。 
第1回は、「建築ができるまで」と「建築ができた後」についてフォーカスしました。行政の発注者がどのような思いを託してコンペやプロポーザルを行う
のか、彼らにどのような負荷がかかっているのかという話題と、一方で、建築ができた後には、どのような問題・可能性があるのか、という運営者側目線
の（ひょっとしたら設計者にはちょっと恐ろしい?）話題です。
第2回のテーマは、「設計ワークショップ」。公共建築の経験のない設計者にとっては、言葉だけ知っていて、実際にどのようなことなのか実態を知らな
い方も少なくないと思います。ワークショップのプロにその極意を聞きます。　　　　　　　　　　  　　　企画担当：吉村昭範（D.I.G Architects）

桃原勇二（日進市財政課）

笠井尚（中部大学教授）

久保久志（東畑建築事務所）

内海慎一（コミュニティデザイナー）

〈第2回レポート〉

コミュニティデザイン・ワークショップの
正体を探る
6月24日（金）　
会場：大名古屋ビルヂング13階TOTOショールーム会議室
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JIA 静岡発

第2回  建築プロデューサーから見る住宅のつくり方

第3回  ハウスメーカーの住宅のつくり方

住宅研究会　連続講演企画　住宅のつくり方　

　建築士会の名古屋北支部と共同開催で
「住宅のつくり方」と題した全3回の講演を企
画しました。経済活動の中で設計事務所は
どんなポジションに置かれているのでしょうか。
この企画を通して、われわれが置かれている
状況を知っていただければという目的です。

　私が住宅研究会の委員長になって初めて
の住研の企画となった、今回の講演ですが、
前回の田岡氏（写真家・建築プロデュー
サー）の講演と同様に、『目からうろこ』の内
容でした。
　住宅メーカーのシェアは一般にどのくらい
かご存知でしょうか?　全体のシェアの約25%
しかないのです。他は工務店やわれわれ設
計事務所などが、家づくりを担っているので
す。住宅メーカーは、設計事務所とは別の

　第2回は建築プロデューサーの田岡さんに
住宅建築の概況や情報発信についてお話
いただきました。田岡さんは地域の工務店に
プレゼンテーションの重要性を問い、セルフプ
ロディースすることを教えています。その一例
を紹介していただきました。WEB素人であ
る工務店の奥様が、綺麗なホームページをつ
くっていて、それにより集客が増えているとい
う事実。私たちも情報発信の重要性は分
かっているつもりだけど、高価なWEB業者に
お願いしているのが現状では?　それよりも身
の丈に応じた情報発信をすることで集客が
上向きになることを教えられました。なぜなら、
建築家が住宅をつくることは、とてもニッチな

世界で動いている。そういう認識の中で住宅
営業を行っているとのこと。私たちはどうして
も敵視してしまいがちですから、とっても不思
議な感じでした。また、最近のメーカーに来
る施主候補の方々は、なかなか物事を決め
られないのだそう。また、展示場への来訪も、
年々減ってきているそうです。
　メーカーもこれから右肩下がりの状況が予
想されるため、なんらかの特色を打ち出して
行くことを考えており、今後は特に「ZEH

（ゼッチ）」に特化しくのだそうです。私たちの
施主の中にもそのように考えている方も多く
なって来ていると思いますから、私たちも
ZEH対策は考えなければなりません。また、
「HEMS」「太陽光発電シミュレーション」など
も進んでいるそうです。
　また、驚いたのはプラン作成は無償ではな
いということ。お金を出さない方には、プラン

取り組みだから。全住宅着工のうちハウス
メーカーのシェアは全体の25％その他は地
元の工務店や大工さんとなります。クルマや
家電のシェアとは全く違った構造です。という
ことは、とてもローカルでメジャー不在の業界
ということです。だからこそ、多様な住宅が許
されるとも言えます。「家つくり」といった業界
の多重な住み分けは、それぞれの立場をグ
ローバルな道具を使って、身の丈にあった上
手な発信方法を見つけることがいいのかなと
思いました。

を安売りしないのだそうです。私たちの方が
ややもすると安売りしてしまっていませんか?
　考えさせられます。
　メーカーは、他の住宅メーカーとの競合は
あたりまえ。手数を増やす、つまり施主候補
にいろいろな手法で会う機会を設けていっ
て、メーカーの魅力を施主候補に持っていた
だくように努力をするのだそうです。
　今回、一番心に残ったこと。『いいと思うこ
とはなんでもやれ』。
　私たち、住宅の設計を行う者も、この先の
仕事量の確保にはきっと、腐心することになる
と思います。いいと思うことはなんでもやる。
そんな気概も必要になるのだと思います。

会場は TJM キッチンハウス名古屋

講演会の様子（同会場）

浅井裕雄｜裕建築計画

宮坂英司｜
愛知地域会住宅研究会委員長・

アトリエ創

講師：建築プロデューサー　田岡信樹氏

講師：㈱ヤマダ・エスバイエルホーム　取締役西部統括部長　早川芳明氏
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宮坂英司｜アトリエ創

JIA 愛知発

福島視察で見た現地のいま

全国住宅部会会議開催

全国住宅部会会議・東北住宅建築ツアー 2016 

　震災から5年。この度、全国住宅部会連絡
会議の開催に合わせて、福島の現状視察を
することができた。私は震災後初の福島入り。
　住まいがある一宮市を朝6時に出発。東京
まで約2時間。そこから2時間ほどで福島駅に
到着。午前10時半。意外に速い到着に驚きつ
つ、福島地域会が準備してくれたバスに乗車。

　全国住宅部会会議は2日目、郡山市内につ
くられた復興住宅のモデルハウス「希望ヶ丘プ
ロジェクト」を会場に開催された。このプロジェク
トでは、地元の建築家である嶋影さんや芳賀沼
さんが中心になり、4棟の木質空間の新しい回
答がつくられている。中でもWOOD ALCや丸

　バスはその後、東へ移動を開始。普通の
田舎の景色。山あいなので人も少なく感じる。
が、所 に々線量モニターが設置されているの
を発見。その人けのなさの理由が別のもので
あることを理解した。福島駅から小一時間。
飯館村に入る。ここは住居制限地域。しかし
所 で々家が改築されている情景を見る。放射
性物質の除染が進んでいるようだ。
　南相馬市に入る。そちらで「南相馬市みん
なの家」を見学。ここは子どもたちの砂場を屋
根で覆った建物。伊東豊雄氏がかかわったと
ても愛嬌のある建物。しかしなぜ砂場を屋根
で覆うのか?　放射性物質の見えない怖さを
ここでも感じる。
　その後、昼食を経て国道6号線を南へ。人
の気配を感じる南相馬市から、また人けのな
い世界へ。そこは帰還困難区域と呼ばれる
地域。福島第一原発の脇を通る。道路は除
染されているが、すぐ脇道には強固なバリケー
ドが。道路脇の建物は破壊されたまま。かの3

太工法などユニークな工法は、パーツ数が少な
く、建設コストや工数に工夫もされている。
　中国支部は住宅部会が結成されていない
が、今回も参加。東北のように、今回結成された
ところもある。住宅部会は全国的な盛り上がりを
見せている。会議では各地域会の部会活動報
告、次回の大阪でのイベントなどを話し合った。
　中でも、環境性能について「エネルギーを使
わない＝原発が不要になる」、そのための住宅
のつくり方をそれぞれの地域の取り組みなどが
挙げられた。終盤は福島の原発事故につい
て、前日の富岡町で聞いた、「『原発は安心で
安全』と常に聞いていた。誰も疑っていなかっ

月11日にタイムスリップしている感覚に襲われ
る。浪江町、双葉町、大熊町をノンストップで
通過し富岡町の旧富岡幼稚園を見学。園長
先生からのお話をお聞きし、大変な5年間で
あったことを知る。幼稚園は3月11日で時間が
止まっていた。その日は暖かい日だったが、地
震の後に雪が降りとても寒かったとか。子ども
たちを集めて温めあったそのままの状態が
残っていた。複雑な気持ちになる。幼稚園の
周りは、建物はあるが人はいない。ゴーストタウ
ンというのを人生で初めて見た。この幼稚園
の線量は、0.26μSv。名古屋の何倍の線量何
だろうか。
　全行程を終えて郡山市に戻る。車が行き交
い、普通の生活の普通の世界にもどる。震災
から5年。日本にこのような異常な世界ができ
てしまったのは、本当に残念
でならない。

モデルハウス「希望ヶ丘プロジェクト」での会議の様子

上｜南相馬市みんなの家　下｜当時のまま残る旧富岡幼稚園

た」、それに対して秋田からの参加者は、「安
全で問題ないモノにあれだけのお金が落ちてく
るのに疑問を感じなかったのか」という意見。同
じ東北出身だから言えるストレートな言葉に私は
面食らった。福島に来て感じる、大きな力に消さ
れているような、闇に追いやってなかったコトにす
るような、気持ち悪い感じだ。
　福島の人に、ここで見て聞いたことを、地元
に帰ったら多くの人に伝えてほしいと言われた。
5年前から止まっている福島、
日本に取り残された場所があ
ることを覚えておこう。

浅井裕雄｜裕建築計画
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●6月24日（金曜日）2016年度本部通常総
会、六鹿新会長を囲む会、そして懇親会が
東京の建築家会館で開催されました。私
自身、建築家会館を訪れるのは2度目。最
初はJIA各賞の表彰式で、槇氏、仙田氏、
中村氏らといった諸先輩方と同席したあ
の緊張感を今でも覚えています。そして
今回は、愛知地域会の代表として、本部総
会への参加という重責を担うことにな
り、私の知らないJIA本部組織を知る上
でも貴重な経験となりました。
　通常総会は、定数確認により、総会成立
のもと、まずは2015年度の事業報告があ
り、その後、第1号議案から第4号議案まで
滞りなく承認されました。同時に2016年
度の事業計画、予算説明も行われました。
特筆すべきは、JIA会員の高齢化と会員数
の漸減傾向が止まらないことに対する危
機感の表れです。総人口減少や設計業界
を取り巻く外的要因があるにせよ、現時
点では特効薬もなく、いかに若い建築家
へJIAが魅力的に映り、JIA登録建築家の
有用性を示し、会員であることへの価値
観を高めるかにあります。会員に魅力的
なJIAであれば、社会からもより信頼さ
れる存在になり得るとも思います。
　次に先駆的な取り組みとして、ある地
域会では、すでにまちづくり業務を行政
から受注し、収益をあげているとの報告
がありました。これはJIA会員である意
義とモチベーションにもつながる活動で
あり、愛知でもこのような動きへとつな
げて行けたらと感じました。

　六鹿新会長を囲む会では、JIAは実は大
きな組織ではなく、会員のさまざまなベ
クトルを尊重しつつも一丸となることで
大きな力に変えていく、さらには、地域会
が行う活動の情報共有や合同開催、ネッ
トワークの活用やアーカイブ化、全国大
会と他イベントの共催、そして若い学生
などの参加機会を増やすといった多角的
なビジョンが示されました。
　その後の懇親会は、多くの来賓の方と
全国の会員との有意義な交流の場とな
り、六鹿新会長も仰っていた「JIAはフ
ラットな組織」であることを身近に感じ
ることができました。あり
がとうございました。

●建築家会館への初めての来館は学生の
ころ、恩師の大江宏先生の講演と座談会
が行われたときでした。建築家クラブに
は、創業時からの株主名簿が掲げられ、歴
史と重みに胸を打たれました。
　総会は、会館の1階大ホールで行われ、
出席者は72名でした。冒頭、芦原会長から
はこの6年間における、東日本大震災の復
興、UIA東京大会、公益社団法人、3会連携
による士法改正への取組みについてお話
がありました。各議案が承認され、財務諸
表では、愛媛（八幡浜）、宮城で、JIAに業
務委託の報告がありました。事業報告、事
業計画の報告の後、芦原会長、東海支部の
石田 壽・鳥居久保両理事、退任される役

員の方々への感謝状が贈呈されました。
　総会の後、場所を建築家クラブに移し
て六鹿新会長を囲み意見交換会が行われ
ました。AIA大会に出席されたことに触
れ、「AIAはJIAの約22倍の会員数。大会
では建築家の原点である宣言文が読み上
げられ、基調講演では複数の講演者が交
代で登壇し盛り上がりを見せる。FAIA
の表彰、建材の展示も印象に残ってい
る。」と述べられました。
　今回総会に出席して会員漸減、実績主
義のコンペや公共事業の発注方式といっ
た問題が顕在化していることを感じまし
た。先進的な事例として、横浜市と「まち
づくり」協定を結んだ神奈川地域会の取
組みや、愛媛（八幡浜）、宮城での業務委託
はもう少し詳しく知りたいと思いました。
JIAの独立性や透明性、公益に寄与する姿
勢が評価されたのだと思います。全国的
な展開になってほしいものです。会員漸
減については、AIAと比べれば、まだ増え
る余地があるのでしょうか。分かりやす
さ、参加して得られること、楽しさも必要
だと思います。若返りの取り組みや成功
例があれば発信していただきたいと思い
ます。総会では、JIAの活動方針、各支部・
地域会の取り組みにふれ、新会長の生の
声を聞くことができました。このような機
会をいただきありがとうございました。

本部総会議案審議の様子 来賓を交えた懇親会 六鹿新会長を囲む会

2016 年度 JIA 本部通常総会　参加者レポート

高木耕一｜東畑建築事務所

森　哲哉｜森建築設計室
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理  事  会  レ  ポ  ー  ト

　第234回理事会は、2016年6月1日（水）14時00分～ 17時00分、建築
家会館1階大ホールにて開催された。出席者は会長以下、理事23名、監事
1名、事務局2名、欠席理事1名、オブザーバー6名。

【審議事項】
1．入退会承認の件（事務局）　　
1）新規入会希望：正会員8名、準会員：ジュニア1名、協力会員：法人1件、
種別変更：シニア3名
退会希望：正会員31名、法人協力会員2件以上、承認。
2）会員数3,895名（6月1日現在、）
2．資格喪失見込者について承認された。（30名）
3．委員会委員長・委員、全国会議議長・委員委嘱の件（筒井専務）
・	東海支部関係ではCPD評議会委員では塚本隆典が退任、豊田由紀美

が就任。
・	ARCASIA大会誘致委員会委員は若い会員からの選任が特徴。委員長

はジョージ国広。対抗はバングラデッシュだが立候補は不透明。日本が誘
致できる可能性は高い。承認。　

4．支部規約改正の件（筒井専務）
　東北支部と関東甲信越支部の規約への追加項目の理事会承認を行った。
5．2016年度事業計画、2016年度予算の件（筒井専務）　　
①2015年度事業報告（総会報告）
・	今年度特徴的な社会活動は、公共建築の多様な発注方式の検討と意見

表明、新国立競技場問題では発注者の説明責任への言及と問題の本質
の明確化、基礎杭問題では施工や監理への方策の提案などであった。

・	 2015年度貸借対照表及び損益計算書、財産目録の承認の件（総会承認）
・	「正味財産増減計算書内訳書」によれば、JIA総収入4.8億、総支出が

4.83億で正味財産としてはマイナス経常。
・	「当期経常増減額」の「公益」がマイナスになっており、公益法人としての

収支相償（公益≦0）を満たしている。
・	公益事業比率は全体で60.1％。（昨年度57.7％）
・	正会員会費1.8億（前年比－5％、900万減）そのうち6割の1.1億が本部

会計に入り、4割0.7億は各支部へ配分。　
・	「本部収支計算書」今年度退職金1400万（1名）。積立金から700万を

取崩し。
・	特定資産積立は「災害」「退職給与積立」「国際交流基金」の3本。今年

度UIA会費支出は「国際交流基金」からの700万。
②協力会員の入会金・会費改正の件
　東北支部と関東甲信越茨城地域会の協力会員の入会金・会費の改正を
　承認。
③理事及び監事の選任の件
　理事13人監事1人の選任、理事10人の退任について承認。東海支部
　関係では選任が車戸慎夫、退任が石田壽、鳥居久保。承認。
④名誉会員選任の件
　6名の承認をした。
⑤2016年度事業計画、2016年度予算の件
　総会での報告事項として承認。

【報告事項】
1．熊本地震対応に関する報告（角銅九州支部長）
・	熊本市嘉島町から被災証明の調査依頼が熊本地域会にあり九州支部が

地域会に代わって対応。長野地域会や東北支部からの応援を得る中で支
部として2次調査に入った。他支部からの応援受入れは災害対策本部か

らの支援要請を待って対応。　
2．アクションプラン特別委員会報告（六鹿委員長）　
・	議論は広報、CPD、会員資格の3つ。
・	「広報」はJIAが社会に提言すべき事項に対し、会の統一見解をストックし

発信する場所として扱う。
・	「CPD」はJIAの根幹。正会員＝登録建築家で社会から信頼される建築

家を担保するためにも、改善する。
・	「会員資格」は懸案事項のグレーゾーンへの解答を早期に出す。
3．国際交流活動支部事業助成について（岩村国際交流委員長）
・	支部、地域会に活発な国際交流活動を展開してもらうための助成制度。

従来一律15万円の支給制度だったが、実績を重視した配分方法が提案
された。

4．正会員入会資格に関する制度運用の考え方について
	（上浪総務委員長）　　
・	プロフェッサー建築家、ディベロッパー建築家、海外の有資格者、構造、設

備などの専門建築家を正会員とする提案。
・	総務委員会や理事会での議論の中で、属性如何ではなく建築家本来の自

律性において行動しているかを問うべき、という声が多数を占めるようになっ
た。よって個人を知り得る支部、地域会の審査重視で理事会承認する運
用が示された。

5.（仮称）文化財ドクター派遣事業ユニット
・	（仮称）歴史的建築データベース事業ユニットについて（左財務事業管理

委員長）
・	文化庁より委託された事業をこなす受け皿として、本題の2つのユニットを立

ち上げる。委託事業ごと時限的に立ち上げたユニットが事業を執行する。
・  「文化財ドクター」は2年、「歴史的建築」は5年の時限的事業。
6.JIA建築家大会2016大阪について（松本近畿支部長）　
10/26～ 10/29。来年の全国大会は四国支部・徳島で開催。
7.活動及び業務執行状況報告（筒井専務）
①基礎杭問題などに関する報告
　4会（建築3会+日建連）で基礎杭問題について意見交換。
・	発注者責任で地盤調査や地盤情報を設計者に提供する。
・	設計業務が多様化の中、告示15号の見直しを4会で国交省に働掛け。
・	建築の質を高めるため、ゼネコン、発注者、設計者を包括した3者の問題

点を整理。
②建築物省エネ法関連に関する報告　
・	「省エネ適判」が創設される。
③ARCASIA大会誘致に関する報告　
・	誘致の可能性は大。
④表彰事業各賞審査委員の報告　　　
・	各賞の審査員が決定された。　　　　　　　　　
⑤後援名義承認の報告（会長専決事項）
8.　その他
・	ゴールデンキューブ賞の運営管轄を2014年から東海支部が執行している

既成事実について、JIAとしての正しい筋道と本来の姿を示すよう本部へ
要望。（石田支部長）

・	 5/31国交省と自民党の建築設計議連と建築3会とが自民党本部で公共発
注の現状において話し合い。町村レベルでの専門家不在が良好な発注を
生まない現状に、建築3会が共同して発注者支援する。（芦原会長）

総会議案承認。入会資格、制度の弾力化へ
本部理事　鳥居　久保
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○支部・地域会での「広報」の意味を考える
　矢田・新幹事長の司会で第1回目の支部役員会が始まりました。議題
で正会員のグレーゾーンについての話題がありました。また、委員会に
会員以外の方が参加しているのは他の会員から不満が出るのではない
かとの意見がありました。私見ですがJIAの組織のあり方を図で表して
みました。「創立時」・「現在」・「未来」です。会員減少を避けられない
会としては、これから活動するにあたって他の領域・組織の方と共同で
行う必要があるかと思います。事業の中心をJIAが担い、事業の継続性
を応援し、地域の建築文化をつくっていきます。人々が分断される中、
いろいろな考えを持った人が折り合いをつけながら共に活動していくこ
とは、これからの社会にとって重要になるのではないでしょうか。
　本部のアクションプランでは、「広報」はJIAが社会とかかわり提言す
べき事項について、会としての統一見解をストックし発信する場所だそ
うです。支部・地域会でできる「広報」とはHPなどに情報をアーカイブ
するだけでなく「生き物」のようなもので、他の組織などとの協働活動を
促したり、手助けをしたりすることだと思います。また、建築家としての
自覚を持った会員の一挙手一投足こそが「広報」であり、その意味で愛
知地域会の広報委員会が行っている「地域が建築に求めるもの」は支部・
地域会での「広報」を先取りしたムーブメントだと思います。

○愛知地域会住宅研究会の入会資格が「東海支部の会員」に
　変更されました
　他の地域会の方にも愛知住研への参加を募ります。地域会で協力
しあってCPDの会員サービスを行う必要があると
思います。近々の活動として、6月26日27日にフク
シマの被災地見学と郡山市でのJIA全国住宅部会連
絡会議に行ってまいりました。

日　時：2016年6月10日（金）16：00 ～ 18：20
場　所：昭和ビル5階　JIA東海支部会議室
出席者：支部長、本部理事2名、幹事10名、監査1名、
　　　　オブザーバー 8名、欠席2名 

１．支部報告
①退会届 「成川祥治（S）」「外山知徳（S）」「佐伯博（A）」「加藤幸治（G）」

（見寺）
②第23回JIA東海学生卒業設計コンクール2016（5/28）（吉川）
③第4回JIA東海住宅建築賞（6/1）（吉元）
④第33回JIA東海設計競技（6/6）（寺下）
2．審議事項
①入会申込書：正会員「田代陽介（S）」（江川）、専門会員「早津和之（S）」

（江川）　承認　
法人協力会員「（株）ライフスタイル」（久保田）（停止条件付き承認）承認
②種別変更：正会員→シニア会員「小塚昭幸（G）」（見寺）　承認
③後援名義依頼　DOCOMOMOJapan+三重ヘリテージの会 共催
　シンポジウム「（仮）モダニズム建築を考える（6/25）」　承認
④支部顧問承認の件　石田壽会員、小田義彦会員の2名が承認された
3.協議事項
①2016年度東海支部 役員会日程について（矢田）
②三重地域会 持出役員会・例会日程について（矢田）
③「熊本地震被災者支援のお願い（本部より）」について（車戸）
4.その他
①メール審議報告「アーキテクト暑中・残暑広告依頼」について（矢田）
②前年度からの引継事項確認について（車戸）
③東海支部 委員会構成について（矢田）
④JIAジュニア会員のCPD登録について（見寺）
⑤ゴールデンキューブ特別委員会 委員公募について（矢田）
⑥2016年度支部議案書　一部修正について（矢田）
⑦東海支部「新HP」について（矢田）

東海支部役員会報告

吉元　学｜ワーク○キューブ

未来
JIAを核にしてさまざまな建築の動きが
起きて行きます。
組織を離れても建築家個人として
活動する受け皿になります。

創立時
新日本建築家協会設立時には
会員数7,000人でした

（矢印は人の流れです）

現在
会員数3,895名です。
今後もこの減少傾向は続くでしょう。
組織を離れた建築家が
辞めていきます。

左｜海岸でサーフィンの大会が開催されていました。「大丈夫なんですか?」とは聞けませんでした。
右｜南相馬市の「みんなの遊び場」（設計：伊藤豊雄・柳澤潤）放射線が心配で、エアコンの効いた室内
の砂場で子どもたちが遊んでいます。しかも、被災地の子どもの年間被爆線量が1ミリシーベルトから20ミリ
シーベルトにされています。いくら良い建物でも建築家の無力さが浮かび上がってきます。何かおかしいです。

左｜有名なゲートの撤
去された双葉町の体育
館です。原発の記憶を
消していきます。
右｜秋田地域会の方が
原発立地を認めてきた
ことは地元の方にも責
任があるとおっしゃっ
てみえました。歴史的
に中央に搾取されてき
た東北の方の発言は重
いです。名古屋の人間
には言えません。
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保存情報　第 177 回　JIA 愛知保存研究会

データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

とこなめ陶の森・陶芸研究所（旧常滑市立陶芸研究所本館）

料亭蔦茂（つたも）

データ発掘（お気に入りの歴史的環境調査）

の濡縁など見どころは多く楽しい。特筆すべきは、
今も開館時の姿そのままに使われていることであ
る。堀口の作品としては、名古屋の「八勝館みゆき
の間」がよく知られているが、愛知県では常滑陶芸
研究所も忘れてはならない作品である。

樹木などが狭い中にもうまく配置され、「庭屋一如」
の世界の一端を、観て、聴いて、匂って、触れて、そ
して最後に舌で味わい、五感で体感できます。
　昼席（ランチ有り）・夜席ともに気軽にうかがえる
席料を設定されていますので、一度訪れてみるこ
とをおすすめします。

■発掘者のコメント
　この建物は伊那製陶㈱（現LIXIL）の創業
者、伊奈長三郎が資金を市に寄付して建設さ
れ、1961年に開館した。常滑出身の哲学者・谷
川徹三との縁で堀口捨巳が設計することになっ
たらしい。
　堀口は計画案を「建築」誌に発表したとき、次の
ように記している。「この辺は製陶の煤煙が多い所
で、又海風も当たるので、外壁は全部カラコンモ
ザイク張り仕上げとし、汚れを洗えるように考えた。
色は淡紫色でぼかしになるように計画している。ま
た窓サッシは全部アルミニューム製にした。この建
物の見え掛りを特徴づけているものは屋根の上に
つくられた三角の天窓であろう」。

■発掘者コメント
　名古屋の中心栄の繁華街、三蔵通と七間町通
が交わる一画の黒塗りの板塀で囲われた所が料
亭蔦茂（つたも）です。外見上はひっそりと佇んでい
ながらも、中に入れば外からは到底計り知れない
広がりある空間を体験することができます。
　大正2（1913）年、旧八百屋町内で開業してい
た別経営者の蔦茂旅館（江戸期大須で創業）を
今の先々代が取得。同時期に現在地にあった旅
館丸屋敏（まるやびん）も取得し、こちらを蔦茂本店
とあらため創業となります。戦争による空襲でその
全てが焼失後、昭和21（1946）年に料理旅館蔦茂

（本館）をいち早く再興。昭和26年に本館北側に4
階建ビル（現在は他へ譲渡）、続く昭和27年に本
格的木造数寄屋造の別館を敷地の最奥に増築。
各 は々建築家・岩城誠一郎氏の設計による現代風

　建築史家の藤岡洋保は「鉄筋コンクリート造の
作品の中で、最も堀口らしい作品の一つで、合目
的性と非相称に対する好み、色への並 な々らぬこ
だわりを『強い表現』にまとめあげようとしている」と
述べている。
　外観で目につくのは3.5ｍ張り出した頂部の大き
な庇、非対称とした立面とタイルのグラデュエイ
ションである。アルミサッシは外側だけが銀色に塗
装されている。
　館内は玄関を入ると正面に、堀口好みの吊り階
段が見える。左側に吹抜けでトップライト付きの展
示室があり、右側の1階に事務室と応接室・茶室、
2階に会議室と和室がある。各室の表情豊かな天
井、ドア取手周りのカラフルな樹脂製プレート、竹製

数寄屋で構築されています。さらに昭和33（1958）
年には子息の岩城誠作氏と親子共同設計による
新館ビルを本館の東隣に増築。以後、岩城流数
寄屋建築を大切に守り、創業から100年を経過し
た今に受け継がれています。
　ここでは各棟の間をつなぐ渡り廊下や庭に特徴が
あり、池や蹲（つくばい）などによる「水の流れ」を伴う
庭園がそこかしこに配置されています。かつてこの
付近は紫川（※注）という川の水源地で湧き水も多く、
敷地内には江戸期からそのまま受け継がれている
井戸が3カ所もあり、今でも池や蹲の流水源、さらに
は厨房での洗浄水などさまざまに利用されています。
　それぞれ部屋の広さに合わせてうまく構成された
別館各座敷から各庭への眺めは抜群です。水の
湧き出る井戸、錦鯉の泳ぐ流水池、苔むした庭石、
明りのともる灯籠、土地の守り神を祀る社、生い茂る
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張り出した大きな庇が特徴的な外観

本館西側外観（玄関） 別館1階　座敷（蔦の間） 別館1階手前　流水池

屋根上の三角の天窓 玄関ホールの吊り階段

山上　薫｜山上建築設計

所在地：常滑市奥条7町目22番地
構　造：鉄筋コンクリート造 地下1階 地上2階建
規　模：延510.77㎡
建設年：1961年10月（昭和36）
選　定：DOCOMOMO184選（2014年）
参考資料：「建築」1961年2月号

「堀口捨巳と常滑市立陶芸研究所」
講演記録（2015.11.23）

所在地：名古屋市中区栄3丁目9番27号
建設年月：［本館］ 昭和21（1946）年木造2階建て

［別館］ 昭和27（1952）年木造2階建て
［新館ビル］昭和33（1958）年RC造5階建て
文化財指定等：名古屋市登録地域建造物資産 第100号

（平成25年、創業100周年記念）
（※注）紫川（むらさきがわ）：蔦茂より北西側辺りを水源とし、
洲崎神社南側で堀川に放流されてい
る。現在は流域全て埋め立て。昔の紫
川は排水などで汚濁したので、かつての
清流を望み付けられた白川（しらかわ）
の地名が今に残る。

野口和樹｜野口良一設計事務所

08_アーキテクト.indd   21 16/07/26   13:07



22　ARCHITECT　2016 − 8

Bulletin　Board

○展覧会
■開館日時
2016年7月23日（土）〜8月7日（日）10：00〜19：00 ※会期中無休
8月3日（水）のみ10：00〜16：00（入場無料）
■会場
愛知淑徳大学 長久手キャンパス 8号棟5階プレゼンテーションルーム
〒480-1197　愛知県長久手市片平2丁目9
名古屋市営地下鉄東山線「本郷」駅より名古屋市営バス「猪高緑地」行き終点下車
主催：愛知淑徳大学 メディアプロデュース学部 都市環境デザイン専修

愛知淑徳大学メディアプロデュース学会
協力：TOTOギャラリー・間、（公財）福武財団、（公社）日本建築家協会東海支部愛
知地域会、EIZO㈱、㈱アケボノアートワークス
○講演会
■日時・会場
2016年8月3日（水）［開場］18：00、［開演］18：45、［終演］20：45（予定）
ナディアパーク11Fアートピアホール（名古屋市中区栄丁目18番1号 ナディアパーク
内デザインセンタービル11階）
地下鉄東山線・名城線「栄」駅より徒歩7分、名城線「矢場町」駅より徒歩5分
■参加方法
予約制　巡回展WEBサイトよりお申し込みください。
申込締切：2016年8月2日（火）17時　　定員：724人（参加無料）
CPD2単位（申請中）
※当日参加も受け付けますが、予約者優先となります。
主催：愛知淑徳大学 メディアプロデュース学部 都市環境デザイン専修

　　　（公社）日本建築家協会東海支部愛知地域会
協力：TOTOギャラリー・間、（公財）福武財団

■日時・会場
日時：8月5日（金）
会場：dNb1階（CO2WORKS事務所：名古屋市名東区代万町3-10-1）
16：40〜17：00　お知らせ（西濃建設SISJ工法のご案内）
17：00〜17：10　導入：RC打ち放しの住宅（dNb）に住んでみて…。（中渡瀬）
17：10〜18：00　講座：熱環境の見方、感じ方を知ろう（廣谷）
18：10〜18：50　WS：dNbの熱改修計画を中渡瀬さんに提案しよう！（参加者）
18：50〜18：50　閉会
■ゲスト
廣谷純子｜㈱みっつデザイン研究所
中渡瀬拡司｜CO2 WORKS一級建築事務所
■申し込み先
申込書兼チラシに記載の上、メール（info@dig-arch.com）または、FAXでご送
付ください。
参加費：一般（JIA会員含む）1,000円、学生無料　　
定　員：40名
■お問い合わせ
D.I.G Architects
〒466-0815 名古屋市千種区山添町1-10-3
TEL 052-753-6198　FAX 052-753-6199
MAIL info@dig-arch.com

展覧会・講演会

三分一博志「風、水、太陽」
CPD2 単位申請中 地域が建築を求めるもの第4回

建築の熱環境「見えないものをデザインする！」
熱環境をテーマとした WS も開催

❶㈱ユニソン
【住まいを快適にする景観エクステリア資材の役割「環境」】
講師：岡本由衣 氏
　景観エクステリアの視点から、人々の生活をより快適にするため
の①夏の暑さをしのぐ対策②雨天時の水たまり対策③バリアフリー
対策―について説明していただき、それぞれの対策案として、①は
緑化・遮熱・保水性舗装材、②は透水性舗装、③はバリアフリー舗
装材を紹介していただき、①②③の舗装を使用することによって、
どのような快適空間をつくることができるかを、施工事例を交えて
説明していただきました。
❷YKK AP㈱　

【ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）に向けた行政動向
「省エネ」】
講師：繁木真司 氏
　エネルギー消費量の増加と温室効果ガス排出量の増大を受け、住

宅・建築部門では省エネ地球温暖化対策の一層の充実が求められ
ています。平成25年に改正された省エネルギー基準では従来の建物
外皮に加え「一次エネルギー消費量」を指標化することで省エネ性
能をわかりやすく把握できるように見直されました。省エネ性能の
うち、主として「戸建て住宅の場合」にかかわる内容について説明し
ていただきました。

　以上、2社の講演をいただきました。研修の後、交流会を開催し、
正会員の方々と法人協力会員の懇親を深めることができました。次
回は12月に開催を予定しています。あらためてご案内いたしますの
で、多数のご参加をお願いいたします。

愛知発　法人協力会主催　CPD研修　

2016年度第1回CPD研修開催

会場の様子

山本義和｜ジャパンパイル㈱中部支店　基礎設計部

JIA愛知法人協力会主催の2016年度第1回CPD研修を、
6月17日（金）18：30から20：00まで中日ビル5階中日パレスにて開催いたしました。
＜講演企業＞㈱ユニソン、YKK AP㈱
＜参加者数＞正会員40名、法人協力会員28名、合計68名
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地域会だより

＜東海支部＞
5/28	 学生卒業設計コンクール公開審査・表彰式
6/10	 支部役員会
7/2	 JIA東海住宅建築賞2016 公開一次審査
7/8	 支部役員会
7/31	 JIA東海住宅建築賞2016 公開最終審査

＜静岡＞
6/16	 6月静岡地域会定例役員会の開催
7/8	 総務・会員拡大委員会の開催
7/14	 7月静岡地域会定例役員会の開催
7/16	 静岡県住まい博2016の開催・建築相談員派遣（～ 7/18）
7/22	 建築ウォッチング「ぎふメディアコスモス～明治村」の開催

＜愛知＞
6/25	 住宅研究会　「住宅のつくり方」
	 第3回「ハウスメーカーの住宅のつくり方」
6/26～27	 住宅研究会　全国会議　郡山視察
6/17	 JIA愛知役員会/JIA愛知・法人協力会CPD研修
6/24	 広報委員会　｢地域が建築に求めるもの｣
	 第2回「作用しあう建築のつくりかた」
7/5	 JIA愛知・法人協力会役員会
7/8	 第15回名古屋歴史的建造物保存活用推進会議

7/22	 広報委員会　｢地域が建築に求めるもの｣
	 第3回「子どもの建築　子どもと建築子どもが建築」
7/23	 三分一博志展（～ 8/7）
8/3	 JIA愛知・賛助会役員会
8/3	 三分一博志　講演会
	 広報委員会　「地域が建築に求めるもの」
	 第4回「建築の熱環境　見えないものをデザインする！」

＜岐阜＞
6/3	 第1回役員会開催（18：30 ～ 20：30）
	 場所：ハートフルスクエアG　2F　研修室4にて
6/30	 第2回役員会開催（18：30 ～ 20：30）
	 場所：ハートフルスクエアG　2F　研修室4にて
8/19	 JIAの窓　北方町庁舎見学会＆武藤氏講演会＆座談会
7/28	 第3回役員会開催（18：30 ～ 20：30）
	 場所：ハートフルスクエアG　2F　研修室にて

＜三重＞
6/17	 第3回役員会、第2回例会、会員研修1
6/25	 シンポジウム「モダニズム建築を使い続ける」
7/15	 第3回例会（持出例会）、会員研修2
9/9	 持ち出し役員会
11/12	 建築ウォッチング

ジャストベース特約代理店

㈲ 東 海 テ ク ノ
代表取締役　木原祝生

名古屋市中川区吉津 3-3007
TEL 052-485-6205　FAX 052-485-6206

Y K K A P ㈱
中部支社

ビル建材部　部長 西田容之

名古屋市中区栄 2 丁目 11-32
TEL 052-212-4401　FAX 052-212-4168

㈱ ユ ニ ソ ン

代表取締役　浅岡直人

愛知県豊田市駒場町藤池 17-1
TEL 0565-57-1775　FAX 0565-57-1830

㈱ピアレックス・テクノロジーズ

代表取締役　三浦周美

大阪府泉大津市条南町 4-14
TEL 0725-22-5361　FAX 0725-22-5363

㈲ 柏 彌 紙 店

代表取締役　尾関和成

名古屋市中区橘 1-4-6
TEL 052-331-8681　FAX 052-331-8891

㈱ T M C

代表取締役　原田徳一

愛知県田原市緑が浜 4-1-66
TEL 0531-37-5515　FAX 0531-37-5516

サーマエンジニアリング㈱

代表取締役　福田哲三

名古屋市中区丸の内 3-2-29
TEL 052-955-1455　FAX 052-971-1398

暑 中 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す　 2016 年 （五十音順）
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向き合っている姿を目にするとホッとします。
しかし建築もまたテロと無関係でいることは
できない以上、建物の要求性能に「テロ対策」
が取り上げられる可能性もあります。公共建築
物のガラスの性能に防弾等級の指定が加わる
日も遠くないのかもしれません。　（石田博英）
●本号では、JIA東海卒業設計コンクール2015
の審査結果が掲載されている。第23回を数え
る伝統あるコンクールで、個人的には例年他の
卒計展とは一味違う作品が選出されるように
感じている。なぜ一味違うと感じるのか。一つ
には、審査過程で１作１作を吟味して審査する
時間が長いという長所が挙げられよう。複雑で
分かりづらいような作品にもスポットライトが
当てられる。また審査評の節々に「実現性にお
いて疑問」という言葉が出てくるのも本コン
クールの特徴であるが、それが近年特に強調
されつつある印象である。人口減少や震災に
直面し「社会に理解され実効性のある」建築が
求められる時流があるが、卒計においてもその
感覚が敏感に表出されている。今年の金賞は

●このところテロや紛争に関する大きな
ニュースが続いています。パリでは、劇場、スタ
ジアム、飲食店で、チュニスでは国立博物館、
ブリュッセルでは空港や地下鉄駅で、オーラン
ドではナイトクラブで、そしてニースでもテロ
が起きています。またトルコでは軍事クーデ
ターも発生しました。建物は人々を守るシェル
ターだと言われていますが、画面に映し出され
るのは爆発や銃撃の痕が残った建物の姿で
す。日本でも、隅田川花火大会の警備に、サブ
マシンガンなどを扱う機動隊の銃器対策部隊
が配備されます。日本でサブマシンガンを持っ
た警備など、今まででは考えられないことで
す。こうしたニュースが続くと建物について、
テロの現場になって爆発などが起きたら、銃撃
されたら……といった思いが頭に浮かびます。
そうしたときに、今号に掲載された「東海学生
卒業設計コンクール」の記事を読み、テーマと

編 集 後 記 水害を、銀賞２作は地域の産業をテーマにし
ている。その結果に一定の納得をしつつも、教
員としては学生に「自分が真に考えたいテーマ
に取り組んだなら、他評を気にせず進みなさ
い」と言う毎年である。　　　　　（生田京子）
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